
議
員

fl
„
年
７
月
、
東
京
都
は
通
常

学
級
に
在
籍
す
る
学
習
障
が
い
（
Ｌ

Ｄ
）、注
意
欠
陥
・
多
動
性
障
が
い（
Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ
）
な
ど
の
特
別
な
教
育
的
支
援
を

必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒
の
実
態
調
査

を
行
っ
た
。本
調
査
に
は
、極
め
て
主
観

的
な
回
答
を
求
め
る
項
目
が
あ
り
、
教

員
や
保
護
者
も
困
惑
し
、
実
施
し
な
い

学
校
も
あ
っ
た
と
聞
く
。
J
本
調
査
へ

の
所
見
を
聞
く
K
市
の
心
身
障
が
い
児

教
育
の
状
況
を
伺
う
L
現
在
の
普
通
学

級
、
障
が
い
学
級
の
行
方
が
心
配
で
あ

る
。特
別
支
援
教
育
の
目
的
と
は
逆
に
、

三
浦
朱
門
氏
ら
が
い
う
能
力
主
義
や
エ

リ
U
ト
教
育
に
つ
な
が
る
の
で
は
と
懸

念
す
る
。
大
切
な
の
は
共
に
学
び
あ
う

教
育
だ
。
考
え
を
聞
く
‡
教
育
分
権
に

つ
い
て
、
J
阻
害
要
因
を
ど
う
分
析
す

る
か
K
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
制
度

の
廃
止
の
動
き
が
あ
る
。考
え
を
問
う
。

教
育
長

fl
J
本
市
の
Ｌ
Ｄ
等
の
児
童

・
生
徒
の
割
合
は
全
国
平
均
よ
り
低

い
。
こ
れ
ま
で
の
対
応
の
成
果
と
考
え

る
K
障
が
い
状
況
の
複
雑
化
等
で
新
た

な
課
題
が
生
じ
て
い
る
L
子
ど
も
た
ち

の
障
壁
を
取
り
除
く
こ
と
が
目
的
だ
。

個
に
応
じ
た
教
育
を
推
進
す
る
も
の
で

エ
リ
U
ト
教
育
で
は
な
い
‡
J
基
礎
的

自
治
体
に
教
職
員
の
任
命
権
が
な
い
こ

と
だ
K
財
源
の
担
保
な
し
で
の
一
般
財

源
化
に
は
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
地
方
分
権
の
課
題

と
市
民
と
の「
協
働
」／
権
利
擁
護
事
業

議
員

国
の
発
表
で
は
、
14
年
９
月
時

点
の
要
支
援
を
含
む
要
介
護
認
定
者
数

は
約
314
万
人
、
う
ち
約
半
数
が
痴
ほ
う

性
高
齢
者
と
さ
れ
る
。
こ
の
課
題
の
解

決
に
は
、
痴
ほ
う
性
高
齢
者
グ
ル
U
プ

ホ
U
ム
が
中
心
的
役
割
を
担
う
と
考
え

る
。本
施
設
は
９
人
程
度
を
単
位
と
し
、

家
庭
的
雰
囲
気
の
中
で
ス
タ
ッ
フ
と
共

同
生
活
を
送
り
、
症
状
の
抑
制
等
を
図

る
も
の
で
あ
る
。
fl
16
年
１
月
と
２
月

に
、
市
内
３
カ
所
で
本
施
設
を
開
設
す

る
と
市
報
に
あ
っ
た
。
J
問
合
わ
せ
の

状
況
を
伺
う
K
運
営
を
行
う
３
事
業
者

の
選
定
の
経
緯
を
示
せ
L
う
ち
２
事
業

者
は
、国
の
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
。

制
度
に
問
題
は
な
い
か
‡
サ
U
ビ
ス
の

質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
市
は
積
極
的

に
施
設
の
設
置
や
運
営
に
関
与
す
べ
き

で
あ
る
。
J
運
営
後
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制

を
伺
う
K
ス
タ
ッ
フ
へ
の
研
修
は
ど
う

か
L
事
業
者
に
不
測
の
事
態
が
起
き
た

場
合
の
対
応
が
必
要
だ
·
本
施
設
の
増

設
な
ど
今
後
の
展
開
を
伺
う
。

市
長

fl
J
各
事
業
者
に
20
件
以
上
は

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
K
良
質
な
サ
U

ビ
ス
提
供
等
を
判
断
要
素
と
し
た
‡
J

「
グ
ル
U
プ
ホ
U
ム
連
絡
協
議
会
」を
設

け
対
応
し
た
い
L
運
営
状
況
を
適
宜
確

認
し
、
不
測
の
事
態
を
防
ぎ
た
い
·
需

給
の
動
向
等
を
見
て
対
応
し
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

fl
L
辞
退
し
た
ケ
U

ス
が
あ
っ
た
。
問
題
が
あ
れ
ば
提
起
し

た
い
‡
K
東
京
都
と
連
携
し
た
い
。

議
員

fl
教
育
基
本
法
を
改
正
し
、
愛

国
心
を
子
ど
も
に
強
制
す
る
動
き
に

は
、
反
対
の
声
を
あ
げ
る
べ
き
だ
‡
法

律
に
も
な
い
国
旗
、
国
歌
の
押
し
つ
け

は
、
現
場
の
教
師
を
苦
し
め
、
子
ど
も

た
ち
を
悩
ま
せ
て
い
る
。
対
応
を
示
せ

·
Ｉ
Ｔ
教
育
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
そ

れ
を
使
い
、
ど
う
育
つ
か
と
の
視
点
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
所
見
を
伺
う
‚

い
ま
だ
学
歴
社
会
の
中
に
あ
っ
て
、
習

熟
度
別
教
育
は
エ
リ
U
ト
教
育
と
の
批

判
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
。
少
人
数
学

級
で
は
効
果
を
得
ら
れ
な
い
と
の
判
断

か
。
考
え
を
聞
く
„
本
市
で
小
・
中
一

貫
教
育
の
平
成
17
年
度
開
始
は
、
あ
ま

り
に
も
性
急
だ
。
枠
組
み
で
は
な
く
本

質
を
変
え
る
こ
と
が
必
要
だ
‰
学
校
の

周
年
行
事
は
、
方
法
や
参
加
対
象
者
な

ど
、見
直
し
の
時
期
が
来
た
と
感
じ
る
。

所
見
を
伺
う
Â
多
様
な
子
ど
も
を
受
け

入
れ
る
社
会
に
変
え
て
い
く
た
め
、
も

っ
と
大
人
や
行
政
は
考
え
る
べ
き
だ
。

教
育
を
支
え
る
市
の
考
え
を
示
せ
。

市
長

fl
愛
国
心
を
子
ど
も
に
伝
え
る

こ
と
は
必
要
だ
„
慎
重
か
つ
的
確
に
進

め
て
い
く
‰
式
典
以
外
に
も
各
校
で
多

様
な
取
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
Â
適
正

な
思
考
と
評
価
が
行
わ
れ
る
仕
組
み
づ

く
り
へ
の
関
わ
り
が
必
要
と
考
え
る
。

教
育
長

‡
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き

適
切
に
指
導
す
る
·
教
師
と
児
童
・
生

徒
と
の
関
係
が
第
一
だ
‚
基
礎
学
力
の

確
実
な
定
着
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

議
員

fl
各
種
税
金
や
使
用
料
等
に
つ

い
て
、
滞
納
や
不
納
欠
損
等
が
増
加
し

て
い
る
。
納
税
課
で
は
、
市
税
の
収
納

率
向
上
に
様
々
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

課
ご
と
の
縦
割
り
徴
収
打
破
が
必
要
だ

‡
14
年
度
の
各
会
計
の
不
納
欠
損
額

は
、合
計
で
３
億
５
千
万
円
を
超
え
る
。

滞
納
抑
制
策
が
必
要
で
あ
る
。
J
督
促

状
に
納
税
場
所
等
の
表
記
が
な
い
。
改

善
に
努
め
よ
K
電
話
に
よ
る
催
告
シ
ス

テ
ム
の
検
討
は
ど
う
か
L
小
口
の
未
納

者
に
も
納
税
の
猶
予
等
を
用
い
て
、
滞

納
の
累
積
を
抑
制
せ
よ
M
納
税
意
識
を

高
め
る
た
め
、
税
に
関
す
る
取
組
み
を

新
聞
等
に
掲
載
す
べ
き
だ
·
市
税
滞
納

者
の
氏
名
公
表
等
、
罰
則
を
強
化
し
て

い
る
自
治
体
が
あ
る
。
見
解
を
聞
く
‚

生
活
保
護
費
弁
償
金
に
つ
い
て
、
不
正

受
給
防
止
の
た
め
職
員
増
員
を
検
討
せ

よ
„
人
件
費
削
減
の
観
点
か
ら
、
J
厳

し
い
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
、
市
理
事
者

の
退
職
手
当
を
見
直
す
べ
き
だ
K
市
職

員
の
給
与
が
、
依
然
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指

数
100
を
超
え
て
い
る
。
所
見
を
聞
く
。

市
長

fl
徴
収
事
務
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共

有
化
を
図
り
た
い
。
組
織
の
一
元
化
は

今
後
の
課
題
だ
·
氏
名
公
表
な
ど
罰
則

は
考
え
て
い
な
い
„
J
一
般
職
の
退
職

手
当
見
直
し
の
際
に
検
討
す
る
K
人
事

院
勧
告
等
に
沿
っ
て
対
応
し
て
い
る
。

市
民
部
長

‡
J
K
検
討
し
た
い
L
分

納
等
を
行
っ
て
い
る
M
考
え
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

‚
努
力
し
た
い
。

議
員

犯
罪
に
は
事
前
と
事
後
と
い
う

２
つ
の
側
面
が
あ
る
。
事
前
面
は
防
犯

で
あ
り
、
様
々
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
、
事
後
面
で
あ
る
犯

罪
被
害
者
支
援
に
つ
い
て
は
、
実
は
自

治
体
レ
ベ
ル
で
の
議
論
は
、
さ
ほ
ど
進

ん
で
い
な
い
。
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
に
は
、
被
害
者
支
援
も

重
要
な
課
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
自
治

体
の
支
援
の
あ
り
方
を
問
い
た
い
。
fl

支
援
に
関
す
る
検
討
に
つ
い
て
伺
う
。

J
役
所
内
で
検
討
は
さ
れ
て
い
る
か
K

被
害
者
支
援
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
見

解
を
示
せ
L
市
内
に
民
間
支
援
団
体
が

あ
る
か
‡
直
接
的
な
支
援
と
し
て
、
J

総
合
的
か
つ
専
門
の
相
談
窓
口
を
設
置

す
る
な
ど
、
窓
口
充
実
を
検
討
せ
よ
K

本
市
に
助
成
制
度
は
あ
る
か
·
関
係
機

関
と
の
連
携
で
、
J
支
援
に
関
す
る
警

察
と
の
会
議
の
状
況
を
問
う
K
医
師
会

な
ど
と
被
害
者
の
人
権
保
護
の
施
策
は

あ
る
か
L
学
校
で
被
害
者
の
人
権
を
考

え
る
時
間
を
設
け
よ
M
遺
族
な
ど
民
間

人
を
含
む
協
議
会
を
つ
く
る
べ
き
だ
。

市
長

fl
J
検
討
組
織
は
な
い
K
む
し

ろ
支
援
の
内
容
充
実
を
考
え
た
い
L
存

在
を
把
握
し
て
い
な
い
‡
J
適
切
な
対

応
に
努
め
た
い
K
現
在
な
い
·
J
「
犯

罪
被
害
者
ネ
ッ
ト
ワ
U
ク
」
が
年
２
回

ほ
ど
あ
る
K
同
ネ
ッ
ト
ワ
U
ク
の
中
で

情
報
交
換
を
し
て
い
る
M
望
ま
し
い
組

織
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

教
育
長

·
L
啓
発
を
図
り
た
い
。

議
員

い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
成

熟
し
た
ま
ち
、三
鷹
。そ
れ
に
は
財
政
運

営
の
健
全
化
が
不
可
欠
だ
。
fl
行
財
政

改
革
は
、
市
民
と
痛
み
を
共
有
し
な
け

れ
ば
達
成
で
き
な
い
。
所
見
を
示
せ
‡

今
後
は
小
・
中
学
校
等
、施
設
の
建
替
え

時
期
が
必
ず
来
る
。
さ
ら
に
行
革
を
進

め
、
経
常
収
支
比
率
を
下
げ
よ
·
行
革

推
進
に
あ
た
り
、
住
民
や
組
織
の
エ
ゴ

に
ど
う
対
応
す
る
の
か
‚
行
革
に
は
、

民
間
委
託
や
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ

ル
ド
等
、様
々
な
手
法
が
あ
る
。創
意
的

選
択
を
し
改
革
に
取
り
組
む
べ
き
だ
„

３
歳
児
ま
で
の
保
育
は
で
き
る
だ
け
家

庭
で
と
の
考
え
に
立
ち
質
問
す
る
。
J

市
の
40
歳
以
上
の
保
育
士
平
均
年
収
は

約
830
万
円
で
、
０
歳
児
１
人
当
り
の
経

費
は
年
約
480
万
円
に
も
な
る
。
所
見
を

問
う
K
公
設
民
営
の
東
台
保
育
園
に
対

す
る
評
価
を
聞
く
L
市
立
の
15
の
保
育

園
運
営
費
は
全
体
で
約
26
億
円
だ
。
今

後
の
運
営
は
、
ど
う
創
意
的
選
択
を
す

る
考
え
か
‰
市
の
学
校
給
食
に
係
る
、

正
規
職
員
１
人
当
た
り
の
年
平
均
人
件

費
は
約
817
万
円
で
、
回
数
は
中
学
で
は

180
回
し
か
な
い
。
民
間
委
託
な
ど
様
々

な
手
法
か
ら
、創
意
的
選
択
を
し
、一
層

の
行
革
を
期
待
し
た
い
。見
解
を
伺
う
。

市
長

fl
ま
ず
は
行
政
自
ら
の
改
革
を

進
め
た
い
‡
経
常
収
支
比
率
の
抑
制
に

努
め
、
施
設
を
有
効
活
用
し
、
更
新
を

図
る
·
誠
実
に
説
明
し
対
応
す
る
‚
各

事
業
に
適
し
た
手
法
を
選
択
す
る
‰
民

間
委
託
も
考
え
る
必
要
が
出
て
く
る
。

健
康
福
祉
部
理
事

„
J
社
会
的
な
必

要
経
費
と
考
え
る
K
安
定
し
た
質
の
高

い
保
育
を
安
い
経
費
で
実
践
し
て
い
る

L

第
３
次
基
本
計
画
の
方
針
を
踏
ま

え
、
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員

三
鷹
市
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行

政
」
は
、
昭
和
40
年
代
か
ら
全
国
に
先

駆
け
展
開
し
て
き
た
。平
成
15
年
に
は
、

大
沢
住
民
協
議
会
が
30
周
年
と
な
り
、

住
協
の
活
動
も
一
つ
の
節
目
を
迎
え
て

い
る
。
fl
市
の
計
画
策
定
へ
の
参
加
や

市
民
自
治
の
土
壌
づ
く
り
な
ど
住
協
の

功
績
は
大
き
い
。
し
か
し
、
役
員
の
高

齢
化
や
固
定
化
等
の
問
題
が
起
き
て
い

る
が
ど
う
か
‡
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ

ン
タ
U
に
つ
い
て
、
J
利
用
者
の
固
定

化
、
低
迷
化
等
の
問
題
へ
の
所
見
を
示

せ
K
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
管
理
費

等
が
増
大
し
て
い
る
。
見
直
し
は
検
討

で
き
な
い
か
L
利
用
者
に
対
し
受
益
者

負
担
の
適
正
化
を
図
る
べ
き
だ
·
今

日
、子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

社
会
経
済
情
勢
の
影
響
を
受
け
、
大
変

厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
を

守
り
、
健
全
育
成
や
防
犯
、
防
災
等
を

図
る
た
め
に
も
、
地
域
の
力
が
果
た
す

役
割
は
大
き
い
。
こ
の
地
域
の
力
と
は

市
民
同
士
の
信
頼
関
係
か
ら
構
築
さ
れ

る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
そ
の
も
の
だ
。

J
今
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
を
ど

の
よ
う
に
図
る
の
か
K
町
内
会
や
自
治

会
を
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
母
体
と
し
て

ど
う
機
能
さ
せ
る
の
か
。

市
長

fl
役
員
の
任
期
制
導
入
や
新
た

な
人
材
確
保
に
向
け
た
事
業
の
実
施
等

を
行
っ
て
い
る
‡
J
利
用
率
向
上
に
向

け
、
事
業
内
容
に
様
々
工
夫
を
し
て
い

る
K
住
協
と
協
議
し
、
各
種
委
託
料
の

節
約
に
努
め
て
い
る
L
プ
U
ル
の
利
用

料
な
ど
一
部
有
料
化
を
実
施
し
て
き

た
。
住
協
に
も
経
営
努
力
を
動
機
づ
け

た
い
·
J
様
々
な
取
組
み
を
行
い
、
市

民
活
動
を
支
援
し
た
い
K
ネ
ッ
ト
ワ
U

ク
化
が
図
れ
る
よ
う
支
援
し
た
い
。

三鷹のまちづくりは、ＪＲの駅との共生・連携が課題となる

……ＪＲ中央線

小・中一貫教育校の創設に向け、10月に中間報告が提出された

一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問
議
員

fl
Ｊ
Ｒ
中
央
線
は
、
ダ
イ
ヤ
の

過
密
化
な
ど
に
伴
い
、
南
北
の
交
通
渋

滞
を
招
い
て
き
た
。
Ｊ
Ｒ
中
央
線
連
続

立
体
交
差
事
業
は
、
三
鷹
以
外
で
は
、

高
架
下
の
有
効
利
用
な
ど
大
き
な
進
展

が
期
待
で
き
る
。一
方
、市
で
は
、
負
担

金
は
払
う
も
の
の
、
利
用
で
き
る
高
架

下
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
市
に
集
中
す
る

車
は
減
る
と
思
う
が
、
市
に
と
っ
て
ど

ん
な
利
点
が
あ
る
の
か
。
見
解
を
聞
く

‡
高
齢
社
会
を
迎
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
は
、
市
民
の
足
と
し
て
の
利
便
性

を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
J
路
線

バ
ス
と
競
合
す
る
部
分
の
対
応
K
協
議

が
止
ま
っ
て
い
る
つ
つ
じ
ヶ
丘
ル
U
ト

の
対
応
L
今
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
あ
り
方
―
―
に
つ
い
て
聞
く
M
社
会

の
活
動
時
間
は
遅
く
な
っ
て
い
る
。
既

存
の
路
線
バ
ス
の
ル
U
ト
や
各
終
バ
ス

時
間
の
延
長
を
と
考
え
る
。
所
見
を
示

せ
·
バ
リ
ア
フ
リ
U
の
ま
ち
づ
く
り
は

行
政
の
責
任
で
あ
る
。
J
吉
祥
寺
通
り

の
新
川
交
差
点
以
北
は
、
交
差
点
改
良

で
ほ
ぼ
都
市
計
画
線
通
り
整
備
さ
れ
る

が
、
交
差
点
間
の
一
部
の
歩
道
は
狭
い

ま
ま
だ
。
対
応
を
聞
く
K
調
布
保
谷
線

の
整
備
は
必
要
だ
が
、
残
地
部
分
が
生

じ
た
場
合
、ど
う
対
応
す
る
つ
も
り
か
。

市
長

fl
上
連
雀
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

に
寄
与
で
き
る
。
Ｊ
Ｒ
に
も
市
の
ま
ち

づ
く
り
へ
の
対
応
を
要
請
し
た
い
‡
J

相
互
の
共
存
を
図
る
K
道
路
の
安
全
性

や
環
境
へ
の
配
慮
な
ど
、
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
L
利
便
性
の
高
い
バ
ス
に

し
た
い
M
強
く
事
業
者
に
要
望
す
る
。

都
市
整
備
部
長

·
J
都
市
計
画
道
路

と
し
て
完
成
す
る
よ
う
都
と
協
議
し
、

実
現
に
努
め
る
K
地
権
者
と
相
談
し
対

応
し
た
い
。都
に
も
配
慮
を
要
請
す
る
。

１６・２・１

（３）

懸
念
さ
れ
る
特
別
支
援
教
育
の
行
方

民
主
市
民
連
合

嶋
±

　
議
員

サ
U
ビ
ス
の
向
上
を
図
れ

民
主
市
民
連
合

谷
口
　
議
員

子
ど
も
の
視
点
に
立
っ
た
教
育
を

民
主
市
民
連
合

中
村
　
議
員

適
正
な
歳
入
歳
出
に
向
け
努
力
せ
よ

民
主
市
民
連
合

増
田
　
議
員

犯
罪
被
害
者
に
自
治
体
の
支
援
を

民
主
市
民
連
合

半
田
　
議
員

成
熟
し
た
ま
ち
三
鷹
を
維
持
せ
よ

政
新
ク
ラ
ブ

加
藤
　
議
員

地
域
の
力
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
に

政
新
ク
ラ
ブ

宍
戸
　
議
員

交
通
基
盤
整
備
で
住
環
境
の
向
上
を

政
新
ク
ラ
ブ

後
藤
　
議
員

行
　
革

推
　
進

痴
ほ
う
性
高
齢
者

グ
ル
U

プ
ホ
U

ム

４
面
へ

続
　
く

（

）


